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抄　録：各種文献や辞典類あるいはホームページにおいて湾口砂州が砂嘴と呼ばれることも多く、これらの地

形に関する用語は混乱している。本報ではその用語混乱の状況をまとめ、混乱の理由を考察する。また、高等

学校「地理」の教科書や参考書における砂州と砂嘴の記述内容や模式図にも混乱があることを示し、高校生の

更なる学習の深化のためには、これを是正する必要があることを指摘する。
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Ⅰ．はじめに

日本三景の京都府の天橋立（写真１）は「砂州」と呼ばれることもあれば、「砂嘴」として扱わ

れることもある（表１）。京都府が管理する同じホームページ（以下、「HP」）内であっても、天橋

立は「砂州」とされたり（「京都府レッドデータブック 2015」）、「砂嘴」になったりする（「天橋

立公園（風致公園）」）。また、国の機関である国土地理院と文化庁の HP では、天橋立を前者は「砂

州」（「地図と測量の科学館」）、後者は「砂嘴」（「国指定文化財等データベース」）と説明し、旅行

関係情報サイトの近畿日本ツーリストの HP では「砂州」、るるぶの HP では「砂嘴」と呼んでいる。

さらに、この表に示すように、地形の専門家の筆による専門書や辞典類、あるいは用語の専門家

による国語辞典や百科事典においてさえも、天橋立を示す地形用語に不統一がみられる。この用

語の不統一については、武田（2007）や平井（2017）も指摘している。

砂州や砂嘴は海岸や湖岸に発達する砂礫で構成される細長い堆積地形であり、それらは形成さ

れる位置や形態から、それぞれ図１のように分類されている（たとえば、荒巻，1971，p.3；砂村，

1985；鈴木 1998，p.425；武田，2007；武田・世古，2019）。上述の天橋立は、「砂州」と呼ばれ

る場合は「湾口砂州」、「砂嘴」とされる場合には「単純砂嘴」を意味することになる。本報は湾

口砂州と砂嘴の用語不統一の状況をまとめると共に、湾口砂州の成因に関する諸説を紹介し、こ

の成因に関する意見の不一致が用語混乱の原因になっていることを指摘する。さらに、高等学校

社会科『地理』における湾口砂州と砂嘴の扱われ方について触れる。なお、以下では、「湾口砂州」

を単に「砂州」と呼ぶ。
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写真１　京都府北部の天橋立。天橋立によって阿蘇海（潟湖）と宮津湾（外海）隔てられている。

表１　文献等が「天橋立」に与えた地形名（砂州と砂嘴）。書名等が長い場合は略した。

文献等の種類 砂州 砂嘴

論文・専門書 町田（1984, p.271） 佐藤・合田（1979, p.150）

地団研京都支部（1985、pp.147-150） 椹木（1982, p.15）

小谷（1991） 松原・塩見（2010）

平井（1995，pp.27-79） 田中・瀬戸（2010）

植村（2000） 間瀬（2013）

松原（2000）

武田（2009）

辞典・辞書 地形学辞典（1981, p.214） 地理学辞典（1973, p.268）

地理用語集（1984, p.15） 角川日本地名大辞典（1982, p.84）

地学事典（1987, p.417） 日本大百科事典（1984，「天橋立」）

広辞苑（1995, p.73, p.1034） 大辞林（1988，p.67）

世界大百科事典（2009, 「天橋立」） 現代新国語辞典（2017，p.570）

最新地理学用語辞典（2013, p.103） ポケット版実用国語辞典（2017，p.425）

高等学校教科書 新編 詳解地理 B（二宮書店，2013）

高等学校参考書 地理Ｂ一問一答（2015）

理解しやすい地理 B（2013）

権田地理Ｂ 講義（2013）

入試に出る地理Ｂ 2000（2014）

ここが出る地理Ｂノート（2015）

新編 地理資料 2016（2016）

地図帳 詳解現代地図（二宮書店，2018, p.110） 日本列島大地図鑑（小学館，1991, p.78）

Webサイト 京都府「京都府レッドデータブック」 天橋立観光協会「歴史・伝説」

近畿日本ツーリスト「天橋立旅行」 天橋立文珠繫栄会「天橋立の由来」

国土地理院「地図と測量の科学館」 京都府「天橋立公園（風致公園）」

TRAVEL STOCK「日本三大三景」 文化庁「国指定文化財等 データベース」

Wikipedia「天橋立」 るるぶ .com「丹後半島の観光情報」

丹後半島

阿蘇海 宮津湾
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図１　砂州と砂嘴の種類

Ⅱ．砂州と砂嘴の形成と用語の混乱

天橋立の地形名の混乱（表１）と同様に、一般的な砂州と砂嘴に関する記述の中にも、「砂嘴は

砂州の一種」と表現される例（町田，1984，p.270）や、逆に「砂州は砂嘴の一種」と表現される

例（荒巻，1971，p.230；地学事典，p.417）がある。さらに、茂木（1973）は内容的には砂嘴と

判断される地形を砂州と呼び、その砂州に対して砂嘴の英語名である sand spit をあてている。

一方で、宇多（1997, p.409）は一般に砂州と呼ばれる鳥取県の皆生海岸（弓ケ浜砂州）や京都府

の久美浜海岸（小天橋砂州）を「単純砂嘴」と表現している。また、自然地理学事典（p.275）で

は、「単純砂嘴と湾口砂州は形態が酷似しており、単にそれらが湾を閉塞する程度の違いでしかな

く、砂州と砂嘴の厳密な区分は明確にされていない」と説明している。このように、砂州と砂嘴

は用語的に大いに混乱している。その原因は、研究者が考える砂州の形成プロセスに違いがある

からである。

砂嘴は岬の先端部のような海岸線の方向が急激に変化する地点から沿岸漂砂の流下方向に細長

く伸びる砂礫堆であり、鳥の嘴のように突出していることから命名された（地形の辞典，p.213）。

この砂嘴の成因については、ほとんどの研究者の間で意見が一致している（三位，1966；荒巻，

1971，p.230；椹木，1982；町田，1984，p.271；砂村，1985；茂木，1973；鈴木，1998，p.438；

武田，2007）。

一方、砂州の形成に関しては幾つかの異なる考え方がある。まず、（1）沿岸漂砂によって湾口

を塞ぐ方向に伸びる砂嘴が成長し、ほぼ反対側に達すると砂州になるとの考え方がある（図２：

茂木，1973；佐藤・合田，1979，p.150；町田，1984，p.271；宇多，1997，p.409；宇多ほか，

2013；間瀬 ,2013 など）。本報では、この考え方を砂嘴伸長説と呼ぶことにする。わが国ではこ

の説が主流であるために、専門的な辞書類のほとんどは砂嘴伸長説をとっており（地理学事典，
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図２　砂嘴伸長説の模式図。砂嘴（①，②）が沿岸漂砂の方向に伸びて砂州（③）になる。

p.268；地形学辞典 p.214；地理用語集，p.15；地学事典，p.417；最新地理学用語辞典，p.103）、

百科事典の世界大百科事典 11（p.261）、あるいは国語辞典系の広辞苑（1995,p.1034）や日本国

語大辞典（p.66）、新潮現代国語辞典（p.588）、新明解国語辞典（p.573）、旺文社国語辞典（p.555）

も同様の表記になっている。また、地球科学関係の普及書も砂嘴伸長説をとっていることが多い

（たとえば、友成，1998，p.65；藤岡，2014，p.101；蒲生，2016,p.133）。なお、椹木（1982, 

p.15）は砂嘴伸長説とは反対に、砂州が伸びたものを砂嘴と表現している。

また、（2）砂州は湾口部に存在していた海底砂州（バー）が離水（海水準の低下あるいは海

底の隆起）したものであるとの主張がある（図３：たとえば、荒巻ほか，1976；松原，1989，

2000；小谷，1991）。さらには、（3）武田（2007）は海水準の上昇にともなって浜が鉛直方向かつ

陸側にシフトし，その途中の傾斜の変換点で陸側へのシフトを停止して上方にのみ成長すること

で陸側にラグーンを持つ砂州が形成される可能性を述べている（図４）。

このような砂州の形成に関する諸説の存在が砂州と砂嘴の用語の混乱の主原因になっている。

砂嘴伸長説では砂州を砂嘴と表現することが多く、それ以外の説では砂嘴と砂州を区別して用い

ている。また、砂嘴伸長説をとるとしても、「砂嘴がどこまで伸びたものを砂州と呼ぶか」という

問題に関する定量的な説明はなされていないために、同じ地形に対しても砂州という場合と砂嘴

という場合がある。特にわが国では砂嘴伸長説が主流であるために、用語の混乱が顕著になって

いる。天橋立が砂嘴と呼ばれるのは砂嘴伸長説にもとづく場合であり、それ以外の成因に立脚す

る場合、あるいは単に平面形態のみに着目される場合には天橋立は砂州と呼ばれることになる。
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図３　海底砂州（バー）の離水によって砂州が形成

されるとの説を示す模式図。海水準が低下す

ると（①→③）、バーが海面上に現れる。

図４　海水準の上昇（①→③）に伴う浜の陸側・上

方への移動と成長によって砂州が形成される

との説を示す模式図。

さて、沿岸漂砂の方向に砂嘴が伸びると外海から侵入して来る波は屈折や回析によって波高を

減じるために，砂嘴の内側は堆積環境となって先端は徐々に内湾側に曲がり，砂嘴の平面形状は

外海側に凸の convex になる（図１の鉤状砂嘴や複合砂嘴；写真２）。仮に、砂州が砂嘴の伸びた

ものであるならば，その平面形態は砂嘴と同じ convex になるはずである。しかし、砂州は外海側

に凹の concave か straight の平面形態を持つために、また、単純砂嘴は砂嘴成長のごく初期の段

階に限られる地形と考えられるので、筆者らは砂嘴伸長説（図２）には否定的な見解を持ってい

る（武田・世古，2019）。

また、武田（2007）は、（1）砂州は沈降性の海岸に発達する傾向にあること、（2）未固結の堆

積物からなるバーが海面を通過する際に、波力に抗ってその形態を保持するとは考えられないこ

と、（3）砂州が、バーが形成される条件（外洋に面する砂質海岸）にない内湾性の海岸（たとえ

ば天橋立がある宮津湾）や巨礫からなる海岸にも発達すること、（4）実際に砂州の沖合にはバー

が存在しないこと、（5）波による地形変化の速度は海水準変動の速度に比べればはるかに大きい

ので、海水準が低下してもバーは沖方向にシフトするのみであること、などの理由からバーが離

水して砂州になるとの説（図３）に疑問を呈している。

海水準の上昇に伴う浜の成長によって砂州が形成されるとの説（図４）に関しては、（1）多く

の砂州が沈降性の海岸で見られること、（2）平井（1989）が指摘するように、砂州で閉じられ
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写真２　西伊豆の戸田湾口に発達する鉤状砂嘴。

ている海潟湖の湖底には平坦な湖棚が存在する（＝傾斜変換点がある）こと、（3）一般の浜の海

岸線は弓型の滑らかな曲線を描く concave なので、それが成長・シフトした砂州の平面形状が

concave（あるいは straight）の平面形状になることなどと整合性があるが、この説はまだ推測

の域を出ていない。このように、砂州の形成プロセスの研究は不足しており、これが砂州と砂嘴

の用語の混乱を引き起こすそもそもの原因になっている。砂州の形成に関する更なる検討と議論

が必要である。

Ⅲ．高等学校「地理」における砂州と砂嘴の取り扱い

　高等学校「地理Ａ」と「地理Ｂ」の学習指導要領では砂州と砂嘴を取り扱うことが指示されており、

大学入試でも両者に関する問題が頻出する。また、教員採用試験にもしばしば両地形に関する問

題が出題されている。そこで、「地理Ａ」と「地理Ｂ」の教科書および参考書における砂州と砂嘴

の記載内容を検討した。教科書については現在（2016 年度）に使用されている全て（地理Ａが 5 冊、

地理Ｂが３冊）を、参考書については web 通販サービス amazon.co.jp の「高校地理教科書・参考

書」の“売れ筋アイテム”（2016 年 3 月 15 日時点のランキング）の上位から砂州や砂嘴の記述が

あるものに限定して９冊を、さらに資料集からも１冊選び，合計 10 冊を対象とした。砂州と砂嘴

の記載内容を教科書については表 2 に、参考書等については表３にまとめた。

　地理Ａの教科書では「沿岸流によって砂礫が運搬されて砂州や砂嘴がつくられる」という記述

にとどまっており、両者の差異については触れていない。また地理Ｂの教科書では地理Ａの教科

書と同様の記述に加え、実例を紹介するものや、砂州と砂嘴の特徴や形状の違いに触れているも

のもあるが、両者の形成プロセスの違いに言及するものはない。また、二宮書店と帝国書院の教

伊豆半島

戸田湾

駿河湾
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表２　高等学校「地理」の教科書における「砂州」や「砂嘴」に関する記述内容。

科書では「砂嘴は砂州の一種である」と判断される記述がある。なお、地理Ａと地理Ｂのほとん

どの教科書で図１に類似する模式図が掲載されている。

教科書名 「砂州」と「砂嘴」に関する記載内容の抜粋（一部省略）

現代地理Ａ最新版

（清水書院 , 2013）

・海岸に運ばれた砂が沿岸流に流されると，砂州（沿岸州）や砂嘴をつくることがある。

新編地理Ａ（二宮書

店，2013）

【模式図のみ】

地理Ａ（第一学習社, 

2013）

・海浜の砂礫が漂流して砂嘴や砂州，ラグーン（潟湖），陸繋島などの地形がつくられる。

新地理Ａ（帝国書院，

2013）

・砂浜海岸において，波や沿岸流の影響を受けて運ばれた砂が帯のように堆積すると，

砂州ができる。

地理Ａ（帝国書院，

2014）

・砂浜海岸で砂が帯のように堆積すると，砂州や砂嘴，砂州によって湾が閉じられた

ラグーン（潟湖）がつくられる。

地理Ａ（東京書籍，

2013）

・海岸に沿う流れ（沿岸流）によって砂が運ばれると，砂州や砂嘴などができる。

新編 詳解地理Ｂ（二

宮書店，2013）

・河口や海食崖から供給された砂は，沿岸流によって海岸線にそって少しずつ移動す

る。この砂が海岸付近に堆積すると，砂州，砂嘴とよばれる地形ができる。

・砂州は砂礫でできている水面上の細長い高まりをいう。そのうち鳥の嘴のように先

端のとがった地形を砂嘴という。鳥取県弓ヶ浜や京都府天橋立は砂州，北海道野付

崎や静岡県三保の松原などは砂嘴である。

新詳地理Ｂ（帝国書

院，2013）

・河川が運搬してきた砂や，近くの海岸が侵食されて生じた礫が沿岸流で運ばれて堆

積すると砂浜や砂州ができる。

・陸から海に突き出た砂州を砂嘴，砂州によって陸とつながった島を陸繋島，砂州に

よって閉じられた入り江をラグーン（潟湖）とよぶ。

地理Ｂ（東京書籍，

2014）

・海岸に並行する潮流（沿岸流）が砂を運び，砂浜や砂州，砂嘴などの地形がつくられる。

【砂嘴の例としての野付崎の紹介】

一方、参考書では、砂州については「まっすぐ伸びる」や「湾をほぼ塞ぐ」、砂嘴については「湾

側に曲がる」や「鳥の嘴（くちばし）の形」のように、両地形の特徴や形状に関する説明が加え

られている。また、国内の砂州や砂嘴の例とともに海外の例をも取り上げており、教科書よりも

詳しい記述内容になっている。さらに、砂州の形成プロセスとして多くの参考書が砂嘴伸長説を

とっている。

教科書では砂州と砂嘴の形成プロセスの違いについては明言を避けており、その理由は不明で

はあるが、教科書執筆者が砂州の形成についてはいくつかの異なる意見のあることに気が付いて

いるのかもしれない。それに対して、ほとんどの参考書は明らかに砂嘴成長説をとっている。し

かし、「砂嘴は曲がっており砂州はまっすぐ」と説明しているにもかかわらず、曲がった砂嘴がど

のように伸びて直線状の砂州になるのかとの疑問については、一切触れていない。また、ある参

考書（「入試に出る地理Ｂ 用語＆問題 2000」）は「砂州は沿岸州が発達したもの」と説明しているが、

これは新しい考え方である。ちなみに、沿岸州（図１）は「海岸から離れた沖を、海岸線とほぼ

平行する細長い微高地で、砂礫からなり常に水面上に露出する地形」（地形の辞典，p.44）であり、

アメリカ合衆国の東岸やメキシコ湾沿岸、あるいはオランダ沿岸や台湾西岸などで観察されるが、

日本の沿岸には典型的なものはない。
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表３　高等学校「地理」の参考書における「砂州」や「砂嘴」に関する記述内容。

参考書名 「砂州」と「砂嘴」に関する記載内容の抜粋（一部省略と意訳）

権田地理Ｂ講義の実

況中継（上）（2013）

・砂州・砂嘴の両方ともに沿岸流で運ばれた砂地でできた長いバー。

・砂州はまっすぐ，砂嘴は曲がっている。

・沿岸流の流れる先に陸地がある場合は砂州。

・先に陸地も島もないと運ばれた砂は海水の圧力に押されて曲がり砂嘴になる。

ココが出る ‼ 地理Ｂ

ノート（2015）

・沿岸流（海岸にほぼ平行な流れ）の作用による砂礫の堆積地形＝砂嘴と砂州。

・砂嘴＝砂礫が鳥のくちばし状に堆積。

・砂州＝砂礫が湾口を閉ざすように堆積。

坂本のスーパー暗

記帖ジオゴロ地理

（2015）

・沿岸流が堆積して形成した地形に，砂州，砂嘴，陸繋砂州（トンボロ）がある。

・砂州と砂嘴は形で区別。

・砂嘴＝嘴 (くちばし )のように曲がっている：砂嘴の「し」は，くちばしの「し」。

・砂州＝まっすぐ：砂州の「す」はまっすぐの「す」。

詳 説 地 理 ノ ー ト

（2014）

・砂嘴＝くちばし状に突出した砂の堆積地形。例：野付崎，三保の松原。

・砂州＝湾をふさぐほどに発達した砂の堆積地形。例：天の橋立，弓ヶ浜。

地理Ｂ一問一答完全

版（2015）

・砂嘴＝沿岸流によって運ばれた砂が，くちばし状に堆積した地形。例：野付崎，三

保の松原。

・砂州＝砂嘴が対岸近くまで発達したもの。例：サロマ湖は，潮流によって発達した

砂州が湾を締め切ってつくった海跡湖。天橋立は，宮津湾と阿蘇海を区切る砂州。

入試に出る地理Ｂ

用 語 ＆ 問 題

2000(2014）

・砂嘴＝沿岸流によって汀線沿いに運ばれてきた砂礫は湾入部に入っても漂移を継続

し，湾と外洋を隔てる形で細長く突き出る。一般にその先端部は多少湾側に湾曲し

ており，この平面形態から砂嘴とよばれる。

・砂州＝沿岸州がさらに発達して湾口をほとんど閉ざしたもの，あるいは対岸に達し

たもの。例：天橋立，弓ヶ浜 (夜見ヶ浜 )。

はじめる地理 要点

＆演習（2015）

・沿岸州＝沿岸に海岸線にほぼ平行して形成。

・砂嘴＝湾口などに形成される嘴状の地形。

・砂州＝砂嘴が湾口をふさぐように発達したもの。内側に潟湖 (ラグーン )ができる。

山岡の地理Ｂ教室 

part Ⅰ（2012）

・砂嘴＝沿岸流により運ばれた砂礫の堆積による嘴状の地形。

・砂州＝砂嘴が発達して対岸近くまでに至ったもの。

理解しやすい地理Ｂ

（2013）

・砂嘴＝海岸から海へ突出した砂礫の長い州。「嘴」は鳥のくちばしのこと。例：コッ

ド岬 (アメリカ )，アゾフ海西部 (ウクライナ )，三保の松原，野付半島，戸田。

・砂州＝砂嘴が成長し，湾口を閉ざしてしまいそうになったもの。例：天橋立，弓ヶ浜。

新編 地理資料 2016

（2016）

・砂嘴＝沿岸流が運んだ砂が鳥のくちばし状に海へ突き出した地形。例：野付崎，伊

豆戸田湾，三保松原，コッド岬（アメリカ）。

・砂州＝砂嘴が発達し，湾口をふさぐ程になった地形。例：天橋立，弓ヶ浜（夜見ヶ浜。）

Ⅳ．おわりに

湾口砂州は特徴的な地形であり、古くから注目されてきたにもかかわらず、その形成プロセス

についてはいまだ明確になっていない。そのために、類似する地形である単純砂嘴との区別がつ

いていない。このことが、両地形の用語が混乱している原因である。この混乱は高等学校『地理』

の教科書と参考書の記載内容にも反映している。用語の混乱を払拭するためには湾口砂州の成因

を明らかにする必要がある。

本稿は世古春香が 2017 年 1 月に京都教育大学教育学部に提出した卒業論文の一部を加筆・修正したもので

ある。なお，本稿の内容の一部は 2017 年 3 月の全国地理学専攻生卒業論文発表大会にて発表した。
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